
令和８年８月２０日 

 

現 場 説 明 書 及 び 現 場 説 明 に 対 す る 質 問 回 答 書 

工事名 高洲第二ポンプ場受変電設備改築工事 

質  問  事  項 回        答 

（１）特記仕様書に明記されている工期につき

まして、社会情勢に伴い機器（材料）等が長納

期化した場合、工期延期について協議していた

だける認識でよろしいでしょうか。 

 

 

（２）発注資料の図面に記載の接地を打つ場所

につきまして、Googleマップと照らし合わせる

と植栽があるように 見受けられます。 

接地箇所に植栽が存在する場合、伐採は許可い

ただけるのか、また植栽の復旧は必要でしょう

か。 

 

（３）接地につきまして、高洲第二ポンプ場が

川から近いという 地域特性上、十分な接地抵

抗を確保できるか懸念しております。  

接地抵抗が十分に確保できないと判明した際、

接地箇所の変更および変更に伴う費用につい

ては協議いただけるものと認識してもよろし

いでしょうか。 

 

（４）仮設受変電設備への切替時、仮設受変電

設備の信号を監視操作盤に取り込むため、監視

操作盤にて養生（電源開放・投入）が必要かと

考えられます。監視操作盤の養生につきまして

は、受注者ではなく発注者にて実施いただけま

すでしょうか。 

 

 

（１）ご認識のとおりです。 

 

 

 

 

 

（２）工事の施工上、植栽の伐採が必要となる場

合は、協議の上、許可するものとします。植栽の

復旧の有無については、受注後の協議とします。 

 

 

 

 

（３）ご認識のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）工事施工に伴う切替等において、既設盤で

必要となる養生（電源開放・投入）については、

施設管理者にて実施します。 


